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ラチン（Alaska pollock gelatin；ApGltn）を炭素数 10 個のデカノイル基で疎水化したデカノイル化
ApGltn と４分岐型ポリエチレングリコール活性エステル体架橋剤を組み合わせ、これら 2 成分から構
成される新たなシーラント剤を物質材料研究所と共同開発した。本研究ではブタ摘出肺を用い、現在汎
用されているフィブリンシーラントと比較しながら、新たなシーラント剤の気漏閉鎖効果、組織追従性









【結果】著者は、気漏出現圧はフィブリンシーラント 24.9 ± 6.0 mmHg、ApGltnシーラント 34.7 ± 
10.5 mmHg（P = 0.032）、破裂圧はフィブリンシーラント 27.5 ± 5.9 mmHg、ApGltnシーラント 38.4 
± 9.4 mmHg（P = 0.024）で、有意に ApGltnシーラントにおいて耐圧強度が高いことを示した。ApGltn
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平成 31年 1月 15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
